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研究成果の概要（和文）：本研究には11名の分担者と42名の協力者が参加した。2013年に武蔵大学、2014年に新潟県立
大学、最終年度の2015年には福岡大学を会場に、「植民地期朝鮮の文学・文化と日本語の言説空間」と題する国際公開
シンポジウムを3年間にわたって連続開催し、毎回約40名の研究分担者の研究者が集まって活発な討論を行なった。201
5年3月には米国デューク大学が中国のデューク・クンサン大学と国際ワークショップを共催して討論を行ない、同年10
月には、韓国の林和学会と協力して、東京で「林和と植民地朝鮮のプロレタリア文学」を共催した。このほかに在米研
究者による講演会を3回、韓国研究者による講演会を1回開催した。

研究成果の概要（英文）：11 Co-investigators and 42 Research Collaborators from Japan, Korea and the 
United States participated in this project. We held many events over the course of three years. An 
international symposium entitled “Colonial Korean Literature and Culture in Japanese Discursive Space” 
was held for three consecutive years at Musashi University in 2013, at the University of Niigata 
Prefecture in 2014 and at Fukuoka University in 2015. Each time, about 40 researchers participated and 
debated actively. In March 2015, an international workshop entitled “Empire and Language: Translingual 
Inter-Asia” was co-hosted with Duke University at Duke-Kunshan University in China. In October, an 
international symposium called “Im-hwa and Proletarian Literature in Korea During the Colonial Period” 
was held in Tokyo in cooperation with the Im-hwa Association of Korea. In addition, three lectures by 
American researchers and a lecture by a Korean researcher were hosted

研究分野： 朝鮮近代文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
本研究の出発点は、代表者が 30 年来研究

している李光洙という作家である。韓国最初
の近代小説とされる『無情』（1917）の作者
であり、つねに民族のために生きた作家であ
った彼が植民統治末期には対日協力を行な
い、「親日小説」とされる日本語小説を書い
た。この時代には、彼のほかにも多くの作家
が日本語創作を行なっている。どうしてこん
な事態が起きたのかを正しく理解するため
には「日本語創作」の全体像を把握し、通時
的、共時的、そして普遍的な視座が必要とさ
れる。また日韓の研究者が同じ資料をいっし
ょに検討することが望ましいという考えか
ら、ネットワークを立ち上げて共同研究を行
なうことにした。 
文学の領域だけでなく、隣接して相互に干

渉しあっていた映画、演劇、学術、マスメデ
ィアなどの領域も視野に入れるほか、なによ
りも日本と朝鮮という地域特殊性から抜け
だして、日本語創作を「植民地における宗主
国の言語による創作」と見る普遍的な視座を
確保するために、朝鮮文学以外の研究者もふ
くむ共同研究が必要とされた。 
日本の植民統治から解放されたあとの韓

国では、日本語創作が行なわれた 1940 年代
を「暗黒期」と呼び、日本語作品も韓国文学
史から排除した。しかし 21 世紀に入ると状
況は大きく変わり、若い研究者を中心に日本
語創作の研究が活発に行なわれるようにな
った。一方で日本では、研究者の数は少ない
が着実な研究が続けられてきており、双方の
研究者の協力は大きな実りをもたらすであ
ろうと思われた。 
 
２．研究の目的 
こうした問題意識のもと、本研究では、こ

れまでに日韓で蓄積された研究成果を、より
大きな枠組みで照射して新たな知見を得る
ことを目的にした。研究者たちが、一場に会
して討論を交わすことを主目的とし、このた
めに必要な研究者ネットワークを構築する
ことも副次的な目的とした。 
 
３．研究の方法 

 分担者と研究協力者を、①個別作家研究、
②近代朝鮮語形成期に朝鮮半島に入った日
本語がその影響力を拡大していった実態、③
日本に長期滞在した留学生たちが置かれて
いた言語環境、④文学・演劇・映画に見られ
た言語状況、⑤学術思想制度とメディア、⑥
日本文学研究者からの視点、⑦在米研究者か
らの視点、という部門を設け、各部門の共同
研究者が研究結果を発表し討論して成果を
共有し、それによって知的な刺激を与えあっ
て新たな知見に到達することをめざした。 
具体的には、年に 1 度国際シンポジウムを

開催して発表と討論を行ない、そのほかに講
演会を開いて、その都度討論を行なった。 
 

４．研究成果 
初年度である 2013 年に武蔵大学、2014 年

に新潟県立大学、最終年度の 2015 年に福岡
大学を会場として「植民地期朝鮮の文学・文
化と日本語の言説空間」(1)(2)(3)と題する国
際シンポジウムを開催し、研究分担者と研究
協力者、約 40 名が集まって活発な討論を行
なった。シンポジウムは公開にした。2015
年 3 月には研究協力者のクォン・ナヨンのホ
ーム校である米国デューク大学が中国のデ
ューク・クンサン大学で開催したワークショ
ップに分担者と研究協力者たちも合流して
討論を行ない、同年 10 月には、分担者の渡
辺直紀と研究協力者の金在湧が中心となっ
ている韓国の林和学会と協力して、東京での
林和の活動に焦点をあてた「林和と植民地朝
鮮のプロレタリア文学」を共催した。このほ
かには在米の研究者による講演会を 3 回、韓
国研究者による講演会を 1 回開催した。 
日本語創作というと、これまでは韓国語の

使用が禁止された 1940 年代の作品を考える
傾向が強かったが、3 年間の共同研究を通じ
て、その考えは変わっていった。言語芸術で
ある文学を外国語で創作できるようになる
までには長い時間を必要であり、朝鮮半島に
日本語が流入した時期からの前史を入れて
考察しなければならないことがわかった。ま
た植民地支配が終わったあとも視野に入れ
る必要がある。韓国の人々に刻みこまれた日
本語はその後も長いあいだ痕跡をとどめた
からである。日本の敗戦によって言語状況が
激変したあとで新しい韓国文学を生みだし
た若い作家たちにとって、身体に刻印された
日本語は大きな桎梏となった。今回の共同研
究を行なうことで、我々は、宗主国の言語政
策が植民地にあたえた傷の深さとその影響
の長さを再認識した。同時に、日本のもう 1
つの植民地であり、韓国よりもさらに多くの
日本語創作が行なわれた台湾との比較研究
が必要であるとの見解を得た。 
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